
アクションプランの推進状況について 

大崎地域世界農業遺産推進協議会 
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①フィールドミュージアム構想 
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2019取組 WEB作成 

≪役割≫大崎耕土の興味を促進し，地域資源のリサーチ，訪問時のサポート 
観光客（来訪者）へ全ての情報を発信する入り口，「訪問前から訪問中まで」の重要
なツール，また，地域住民への詳細情報の提供 

 
マップからナビゲーション 
で移動をサポート 

・各地域のフィールドミュージアムマップをデジタル化し，地域資源の見える化 
・案内板映像やＰＲ動画，フォトギャラリー等,デジタル化ならではの見せ方 
・各地域の農業遺産の地域ストーリーや散策ルートを掲載し，地域の魅力を表現 
・観光客をサポートする位置情報を使用したナビゲーションと連動 

ストーリー化
した地域魅力 

映像やフォトギャラリーで
興味を促進 



映像 マップ 

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ認証 

5 

イベント・企画等の案内 

Web 
（多言語化） 

2019取組 WEB作成  一元的に情報を整理・発信～多言語対応～ 

地域ストーリー 

散策ルート 

 

 令和２年３月リニューアル 
 URL:https://osakikoudo.jp/ 

 

https://osakikoudo.jp/
https://osakikoudo.jp/
https://osakikoudo.jp/
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2019取組 フィールドミュージアムマップ作成 

１１エリアの地域資源を掲載し，地域
の特徴を分かりやすく表現 

水管理（南原穴堰，番水），食・農耕文
化（上伊場野芋，御弓神事），居久根
を特集的に掲載 

≪役割≫大崎耕土の理解を深め，地域資源のリサーチ 
観光客（来訪者）が情報発信拠点等で，気軽に手に取り，「訪問前～訪問時～訪問
後」も利用できるマップ，また，地域住民が地域資源の新たな発見として活用 

・１１エリアごとの地域資源を地図やアイコンを使い，世界農業遺産「大崎耕土」を 
 わかりやすい形で表現 
・代表的な地域資源については，キュレーターにより歴史や詳細情報，想いを掲載 
 



2019取組 地域ストーリー＆散策マップ  

◆11エリアのストーリー 
鳴子温泉：山間地の厳しい環境で営まれてきた水田農業 
       と米のおいしさを体感する 
岩出山：伊達家のお膝元で発展した独自の食文化， 
      発酵食品と醸造業にみる魅力 
田尻：一生に一度は見てほしい，視界一面に広がる 
    渡り鳥マガンの風景 
古川：伝説の物語や地域最古の新田開発など，歴史の 
    浪漫に彩られた環境整備 
三本木：江戸時代の大工事，荒川堰用水，居久根のある 
      美しい田園風景 
松山：茂庭氏による新田開発と城下町の発酵食文化 
鹿島台：品井沼干拓により大穀倉地帯となった鹿島台 
加美町：城下を潤す蝉堰，人柱を立てて台の原越え 
色麻町：大崎耕土を潤す水とおかっぱ様の伝承 
涌谷町：日本初の金の産地「箟岳山」，農耕文化と 
     つながる白山神事が必見の崑峯寺 
美里町：名鰭沼遊水地を中心としたしなやかな水管理， 
      災害を最小限にとどめる「減災」に通じる発想 

≪役割≫大崎耕土を深堀し更なる関心の促進，訪問のきっかけとなる散策ルート 
観光客（来訪者）が，大崎耕土に興味を持ったあと，実際に訪れるきっかけとなるも
の，また，地域住民が地域資源の歴史や知恵・技術など，学習に利用するもの 

・１１エリアの地域資源を整理し，地域独自の特色や歴史を表現したストーリーを作る 
 ことで，「大崎耕土」の魅力を創出 
・自由に気軽に，魅力を見つけ学べる地域資源を巡れる散策ルートづくり 
 

◆散策ルートの設定 
各エリアのストーリー踏まえ，知ってもらいたい資源を
中心に，徒歩での散策ルー トの設定   

7 
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2019取組 映像＆案内板 

≪役割≫フィールドミュージアムの体験 
フィールドをミュージアム化し，観光客（来訪者）が現地を訪れ体験するためのもの，
また，地域住民は実際に訪れ学習に利用するもの 
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・フールドをミュージアム化する象徴として，マップや散策ルート等と連動 
・看板上で写真や図を使い，分かりやすく表現 
・地域資源情報の補足は，案内板映像やＷＥＢ 
 で表現し，スムーズな連動 

No スポット エリア 看板場所候補

1 南原ホタルの里 鳴子 南原ホタルの里

2 ぬるめ水路 鳴子

3 南原穴堰 鳴子

4 鬼首菜 鳴子 鬼首公民館

5 内川 岩出山 有備館駐車場

6 岩出山凍り豆腐 岩出山

7 田んぼの生きもの 岩出山

8 八寸筒 田尻 八寸筒付近

9 マガンのねぐら入り 田尻

10 サギのねぐら入り 田尻

11 番水の仕組み 古川 大崎土地改良区

12 ガンの飛び立ち 古川

13 田んぼとガン 古川

14 居久根と生きもの 古川 道の駅おおさき

15 上伊場野里芋 三本木 上伊場野集会場

16 ため池・反復水利用 松山 松山金谷向田付近

17 品井沼遊水地 鹿島台 鎌田記念ホール

18 桂沢ため池 鹿島台 鹿島台駅

19 小瀬菜大根 加美町

20 田んぼのノスリ 加美町

21 切込の裸カセドリ 加美町

22 魚取沼と鉄魚 加美町

23 鮎と鳴瀬川 加美町 あゆの里物産館

24 愛宕山 色麻町 愛宕山

25 鈴沼 色麻町 道路敷（薬師堂付近）

26 御弓神事 涌谷町 崑峯寺

27 稲の棒がけと赤とんぼ 涌谷町

28 居久根と暮らし 涌谷町

29 名鰭沼遊水地 美里町 名鰭沼石碑横

30 鳴瀬川のハクチョ ウ 美里町 花野果市場

わくや直売センター

みみずくホール

あら伊達な道の駅

蕪栗沼北側駐車場

化女沼観光資料館

ゆ～らんど

薬師の湯
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2019取組 映像＆案内板 
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地域住民が深みや想いを語り，可視化
を図る 

≪役割≫地域資源の理解と更なる関心の促進 
観光客（来訪者）が現地を訪れ，フィールドミュージアムをより楽しむための映像，
また，観光客（来訪者）や地域住民が映像を通じ，地域資源をより深く理解する機会
として活用 

 

・３０の地域資源を映像化，地域 
 住民が登場し，ストーリーや想 
 いを収録（２分程度） 
・地域住民や観光客等を対象とし 
 たイベント等において使用でき 
 る大崎耕土ＰＲ映像（５分程 
 度）を制作 
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2019取組 フィールドミュージアム拠点整備（道の駅おおさき等） 

道の駅おおさき 

≪役割≫大崎耕土の認知，興味，検索，体験すべての要素を持つフィールドミュージ
アムの拠点 
観光客（来訪者）が初めに訪れる拠点，訪問後はコンテンツを使い,地域資源の魅力
を表現，また，地域住民の世界農業遺産「大崎耕土」の象徴 

・情報発信施設の充実 
・拠点の拡張 
・情報発信イベントの開催 

課題・今後 

田尻総合支所 情報発信室 
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2019取組 広報・プロモーション 
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◆ポスター 

◆情報誌 ◆ＳＮＳ 
(Facebook,youtube) 

今年度，関東圏でのイベントに
参加し，大崎耕土をＰＲ 

≪役割≫大崎耕土の認知とブランド価値向上 
観光客（来訪者）が大崎耕土を認知するきっかけ，興味を持ってもらうためのＷＥＢ
等への誘導，また，地域住民へ地域魅力を表現 

・各種イベントにおいて，360°ＶＲ映像，パネル等 
 にて広報活動を実施 
・ＳＮＳ広告，雑誌掲載での情報発信，住民周知 
 としてポスター等を制作 



◆周遊ルート（周遊ツアー）のマーケティング 
「大崎耕土」を深く知る・参加するコンテンツづくりの実証 

・令和２年２月，２泊３日のツアーとして，東京からシニア層 
 （環境と観光を学ぶ方々），在日外国人企業人を参集 
・生物多様性（マガン），巧みな水管理を核に，食文化・農 
 耕文化を体験する幅広の内容 
・協力いただく地域の方々との意見交換も含め，今後のコ 
 ンテンツの可能性を測るものとして成果が残る内容 

◆周遊ルート（周遊ツアー）の実施 
コンテンツ（交流を伴う参加型・地域貢献型コンテンツの組
み合わせで構成）を顧客目線での整理 
・蕪栗沼マガンねぐら入り・飛び立ち見学 
・内川，南原穴堰の取組 
・水田の生物多様性，鳴子の米プロジェクトの取組 
・箟峯寺宿坊 
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大崎耕土ツーリズム研修会 
・10月11日，「大崎耕土ツーリズム
研修会」を開催。第1部の講演会に
は約80名が参加。第2部として1市4
町の地域住民約40人が参加し，

ワークショップを実施。居久根，水管
理，生物多様性，食文化などをテー
マに，課題や今後の可能性などに
ついて，話し合われた。 

≪役割≫大崎耕土エリア全体の魅力発信，エリア全体での価値を認識 
観光客（来訪者）が大崎耕土全体で長期的に訪れる周遊ルートを作成・検討，また，
地域住民は受入体制の検討・準備，地域間連携 

実施検証，今後のツアー商品としての整理  

主に受入地域・商品化で活用 

2019取組 食・農作業体験等のコンテンツづくり 

スタディツアー 
・2月13日～15日，「大崎耕土ジアススタ

ディツアー」を開催。東京都のシニア層，
約１０名に世界農業遺産の資源を紹介。 



13 

2019取組 食・農作業体験等のコンテンツづくり 

◆地域住民が交流の伴う参加型・地域貢献型コン
テンツづくり（11エリアのコンテンツ） 
・「大崎耕土」の価値を伝えるためにはガイドの説明が必要，地域住民 
 等との交流・地域貢献による地域とのつながりをつくることが有効 
・ガイド付きのツアーや体験として，「大崎耕土」を深く知りたい関心の 

 高い層（農・食・文化・環境の関心層）をターゲット 
 鳴子温泉：南原穴堰 堰払い体験，鬼首神楽 文化芸能体験 
 岩出山：居久根を食べるツアー，熱気球での空中探索と居久根散策 
 田尻：２万羽のマガンと出会う旅 撮影ツアー 
 古川：人の手で守り受け継ぐ化女沼の自然 化女沼自然保護活動 
 三本木：丘陵地における荒川堰用水路 隧道ハイキング，居久根の 
      保全活動とおいしいごはんで交流する，大釜の熱湯を浴びて 
      安泰を祈願 
 松山：松山の日本酒づくりと美容体験 
 鹿島台：シナイモツゴの保護活動参加 
 加美町：蝉堰ウォーキング 
 色麻町：高級・高品質エゴマのオーナーになろう 
 涌谷町：箟峯寺に関わる精進料理で心と体のリフレッシュ 
 美里町：ぬか釜炊きおむすびと郷土の味 

調査内容を整理し，必要に 
応じＷＥＢ，パンフレットに掲載  

主に受入地域・商品化で活用 

≪役割≫大崎耕土の魅力発信と地域住民の意識の醸成 
観光客（来訪者）が大崎耕土に魅力に感じ訪れるコンテンツを作成・検討，また，地
域住民は受入体制の検討・準備，課題の把握 



居久根の保全・活用について 
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居久根の保全・活用を目指して 

企業 

行政 地域住民 

都市住民 学校 

地域貢献 

協働管理 支援制度 

教育の場として活用 ボランティア，交流 

居 久 根 

・政宗公の資源管理の思想を現代に受け継ぎ，時代に合った居     
久根の保全・管理の在り方を所有者等に提示する。 

・高齢化や高木化などにより個人での保全管理が困難となってい
る現状があり，地域ぐるみで保全・活用体制の検討を行う。 
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  （地域貢献活動）の実施 
 ボランティア活動の実施 

 居久根保全・活用の普及啓発パ
ンフレットの作成 

 保全・活用推進の支援等の検討 

居久根の価値，重要性 
について共有される 

 未来に残したい居久根募集の実施 
 データベース化（現在の居久根家屋

数などの把握） 
 「（仮）居久根を食べる」体験等の企画

の具体化 
 学校教育における学習の実施 

地域ぐるみで 
保全される 

支援の仕組みが 
設計される 

保全・活用すべき居久根の見える化 

共助による保全の推進 公助による保全の推進 

居久根の保全・活用に係る活動 

【目指す方向】 

 居久根保全・活用のシステムが確立され，かつ，景観をはじめ，資源を巡るツーリズム
を核とした交流人口の拡大に繋がっていく 



居久根の保全活用の手引き（普及啓発パンフレット） 

  
 ■居久根所有者だけでなく，若者や地域外の人など，居久根を知らない人が 
    居久根に興味・関心を持ち，居久根の大切さや，楽し み方についてわかるもの。 
 ■イラストや写真を中心に，目に焼きつき，居久根を知る最初のとっかかりとなるもの。 
 ■QRコード等によりウェブサイトや動画とも連動させる。 
  

○対象：大崎耕土の居久根所有者・ボランティア・若者  

○ページ数： ８ページ（カラー）            

紙面の内容・項目 

① 居久根を知る 
② 居久根を楽しむ 
③ 居久根を育てる 

公助による保全の推進 
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～飛び出す居久根～ 



保全・活用すべき居久根の見える化 
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「居久根」の里で保全の体験会 
• １．日 時：令和元年11月30日(土)  １０：００～１５：００ 
• ２．場 所：大崎市沢田 (沢田公会堂集合) 受入農家延べ3戸 
• ３．参加者：ボランティア参加者延べ11名，沢田地区8名，大崎市3名，あぐりねっと21延べ3名 
• ４．内 容 
 大崎市にある沢田上集落にある「居久根」の保全体験を3戸の受入れ農家に分かれ，保全のための
作業を行いました。 

タケの刈り払い 

生垣の刈込 タケのチップ化 

共助による保全の推進 
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②ブランド認証制度 

20 



農産物の栽培及び生物多様性配慮等を合わせて総合認証するユニークな制度を令和元
年度から実施（生き物モニタリングを義務付けた広域的な認証は“全国初”）     
 

世界農業遺産認証制度の創設 

 
その他の品目については，穀類・野菜等の認証品目に関する加工品等を次年度以降検討。 
  

 
■穀類：米（農産物認証，モニタリング調査方法等が整っている品目） 
  
■年度内の優先検討品目（他の制度や製造方法が確立されている品目） 
 ➡加工品：日本酒，日本地理的表示認証「ＧＩ認証品」 
  ➡野 菜：伝統野菜（順次） 

 
■穀類：米，麦，大豆 
■野菜：伝統野菜，指定野菜（品目を指定） 
■肉類：牛肉，豚肉 
■加工品等：日本酒，大豆加工品（味噌・醤油），日本地理的表示認証「ＧＩ認証品」， 
      その他（ハム，ソーセージ類，その他発酵食品，菓子など） 
■工芸品等：宮城の伝統的工芸品登録品（鳴子こけし，鳴子漆器，岩出山しの竹細工， 
      中新田刃物，切込焼） 

 
  

対象品目等 

令和元年度の取組み 

順次スタート 
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         ○農薬化学肥料 
          の削減 
         
         （宮城県慣行比５割削減） 
 
 
 ○モニタリングの実施宣言 
  ①初年：モニタリング講習会 
   への参加 
  （協議会主催：１回／年以上） 
  ②２年目：モニタリングの実施 
  （１回／年以上） 
   ※実施時期の指定あり 

 
○大崎地域内の生産者・生産者団体（属人） 
○大崎地域内で生産（属地） 

認証制度の対象品目等 

選択項目（GIAHS視点） 

対象作物・品目等 古川農業試験場で育種された品種であること 

基本項目 

認証対象 

個別要件 

ＪＡＳ有機農産
物認証の取得 

①特筆した環境負荷低
減の取組み 

②ＧＡＰの取組み 

③農業農村の多面的 
 機能を支える取り 
 組み 

④品種の多様性を保全
する取組み 

⑤世界農業遺産の価値
を共有する取組み 

ＧＡＰの取得による生産
工程管理の実施 

世界農業遺産「大崎耕土」の価値を伝え・営みの持続可能性に貢献 

認証制度の内容（米の認証） 

多面的機能支払活動への
参加（その他中山間地の
活動）生物多様性向上の
取り組み 

大崎地域を代表する希少
品種を保全 
する取り組み 

産地と消費者の交流など
交流事業 
の実施 

22 

22 



米の認証の取り組み 
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申請者が行うもの 協議会が行うもの 

登
録
申
請 

(

申
請
期
間 

４
月
１
日
～
６
月
３
０
日) 

※

初
年
度
は
５
月
か
ら
受
付 

登
録
内
容
の
審
査 

登
録
通
知 

生
き
も
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
講
習
会
の
案
内 

認
証
申
請
の
審
査 

特
別
栽
培
＋
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
＋
選
択
要
件 

実
施 

※

１
年
目
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
講
習
会
の
受
講 

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
２
年
目
か
ら 

認
証
申
請 

(

特
別
栽
培
＋
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
＋
選
択
要
件
の
実
施
実
績) 

(
申
請
期
間 

８
月
１
日
～
１
１
月
３
０
日) 

認
証(

不
認
証)

通
知 

認
証
マ—

ク
印
刷
届 

(

マ—

ク
を
印
刷
す
る
場
合) 

生
産
出
荷
実
績
報
告
書 

提
出
期
限 

１
月
３
０
日(

毎
年
１
２
月
末
ま
で
の
生
産
出
荷
実
績) 

米の認証スケジュール 



申請面積：６３０ヘクタール 
申請者数：個人１４，団体等８ 
     （構成農家数３４２人）） 
 
※今年度の運用を踏まえて，来年度に向けて認知度の向上や  
 申請書式等の改善等を実施予定。 
 
 
 

米の認証の取り組み 

申請状況 

認証要件である生きものモニタリングの研修会を開催 
①６月１５日 
②６月２１日 
③７月 ２日 
④７月１７日 
⑤７月２７日 計１３３人が参加 
 
※個人申請については，各自研修の受講が必要 
 団体については，代表者あるいは確認責任者ほかが出席し，
独自に研修内の伝達をすることで実施。 
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研修会の実施 



豊穣の大地「大崎耕土」世界農業遺産ブランド認証制度 
～「大崎耕土」の人と環境を豊かにする認証～ 

よ
り
豊
か
な
「大
崎
耕
土
」を

次
世
代
へ 

世界農業遺産ブランド認証 

〇農家の技術や意識の向上 
〇地域住民や消費者の意識の向上 
〇支え高めるシステムの確立 

〇農薬・化学肥料使用量の削減 
〇生きものモニタリング調査の実施 
〇世界農業遺産の５つの項目の保全 

専門家・NPO 

農家・農業団体 

農産物提供 

買い支え・参画 

25 

保全活動 

消費者 

推進協議会 

調査結果 

【次年度以降】 
〇フィードバック 
・調査結果の集計と考察 

・農業技術や生物多様性向上の
（仮称）ヒント集を提供 

ヒ
ン
ト
集 

認証品のPR・補完調査の実施 



田んぼのモニタリング調査結果のフォローアップ（イメージ） 

・調査記録表を推進協議会へ提出 
・レーダーチャートにまとめることで個々の  
 田んぼの現況の見える化 

（例）アカトンボの数を増やしたい 

ヒント集等の提供 
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【認証マーク】 

 
○親和性：既存ロゴマークを活かした

デザイン 

 

○視認性：既存ロゴマークのイメージ

を継承し，「認証品」であることが

明確 

 

○メッセージ性：世界農業遺産「大崎

耕土」の豊かな農産品であることを

示す 
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・様々なものが芽吹く 
・豊かな自然環境 
・人々の暮らし 
・居久根 
・農業とそれに付随する産業 
・多様な生態系 

・水管理の歴史と継承 
・江合川と鳴瀬川 
・張り巡らされた用水路 
・ため池や遊水地など 

認証マークの確定 

【既存ロゴマーク】 

➦ 

浸透しつつある世界農業遺産ロゴ 

マークをベースに「認証品」である 

ことを強調するデザインに確定 



③人材育成 
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未来を担う子供たちの人材育成 教育機関（中学・高校など）での人材育成 

【総合学習等カリキュラムへの取込】 
 

➣ 古川黎明中学校 
➣ 古川黎明高等学校 
 
【講師派遣】 
 

➣ 6月17日：古川西中学校 
➣ 6月20日：小牛田農林高等学校 
➣ 6月27日：古川黎明高等学校 
➣ 7月22日：加美農業高等学校 
➣ 8月27日：加美農業高等学校 
➣ 9月30日：古川黎明中学校 

➣  6月21日：大崎市田尻地域納税貯蓄組合連合会 
➣  7月 5日：古川人権擁護委員協議会 
➣  8月26日：加美町統計調査員協議会 
➣ 10月18日：高倉地区公民館 
➣ 11月 7日：大崎市古川郷土研究会 
➣ 12月 6日：沢田地区  など                計９７回 

〇おおさき生きものクラブ活動 
 会員178名  

➣春の食べられる植物体験 
  5月19日 33名参加（化女沼） 
➣シナイモツゴとゼニタナゴを守ろう       
  6月15日 49名参加（鹿島台） 
➣田んぼの生きもの調査 
  6月30日 27名参加（田尻） 
➣用水路での生きもの採集 
  8月24日 26名参加（鳴子） 
➣いぐねの里の自然体験 
  9月29日 34名参加（三本木） 
➣野鳥の見分け方 
  12月1日 18名参加（蕪栗沼） 
➣ガン類のねぐら入り観察 
    1月18日（化女沼） 
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教育機関等と連携した人材育成の取組 

各種団体での出前講座実施 



 
 

大崎市教育委員会 
色麻町教育委員会 
加美町教育委員会 
涌谷町教育委員会 
美里町教育委員会 

大崎地域世界農業遺産 
推進協議会 

教育委員会 

GIAHS幹事会 
（協議会事務局） 

 

副読本制作事業者 

世界農業遺産「大崎耕土」副読本編集会議 
◆構 成：１市４町教育委員会，協議会事務局ほか 
◆検討内容：単元構成，原稿，図版の検討 
      監修・校閲等の体制 ほか 

※ＧＩＡＨＳ＝世界農業遺産 

 
 

検討項目の整理・検討 

検討依頼 

協議 
 

検討 

協議 
 

検討 

制作調整 

企画・製本
業務委託 

成果品＝世界農業遺産「大崎耕土」副読本 

印刷・配布 
 

 平成２９年に国連食糧農業機関（ＦＡＯ）より，世界農業遺産に認定された「大崎耕土」の世界的に重要な農業システ
ムと，それを築きあげた先人の知恵と絶え間ない努力を次世代に伝え，誇るべき郷土の宝として継承していくことの
大切さについて，一層の理解促進を図るため，令和元年度中に，１市４町の児童等を対象とした世界農業遺産副読
本を作成 

運営支援 

運営 
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世界農業遺産「大崎耕土」副読本の制作 



編 集 
  
 ■児童が興味・関心を持ち，外部へ持ち出しての活用等，意欲的に学習に取り組めるような  
  内容とする。 
 ■新学習指導要領を踏まえた編集内容とする。 
 ■ユニバーサルデザインに配慮した紙面構成とする。 
 ■世界農業遺産「大崎耕土」の申請内容との整合性を図りつつ，難しい単語や表現について  
  は削除若しくは修正して記載する。 
 ■仕様 
 

※１：令和２年度の３年生～６年生で試算              
※２：内訳：児童 約6,500冊 
    ＋先生用，教育委員会，事務局等 約3,500冊 

○対象学年：小学校３年～６年生（約6,500人※１ ） 

○印刷冊数： １０，０００冊※２ 

○ページ数： ４０ページ（カラー）            

作 業 

  
〇１市４町より選出された１１人の編集会議委員にて， 
 計４回の作業を実施 
 
 ■６月２８日 第１回編集会議 
 ■７月２９日 第２回編集会議 
 ■８月２０日 第３回編集会議① 
 ■８月２３日 第３回編集会議② 
 ■９月１７日 第４回編集会議  
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